（仮称）自治基本条例市民検討チーム第５回会合

第２グループ討議の概要
	日　　時　　　　　　　平成１８年５月１６日（月）午後７時10分　～　８時10分

	場　　所　　　　　　　鎌倉市福祉センター２階　第１・２会議室

	メンバー：川田邦一、本田隆史、保田明美、大橋圭介、下條泰生、笠原祥子、川本清、北村東、

　國友靖久
議事進行担当：（司会）小泉親昂
事務局：窪田敬司　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

	グループ討議の概要
グループメンバーによる自己紹介を行ったのち、自治基本条例に関する意見の交換および運営委員の選出について議論した。（議論の内容については、テーマごとの意見にまとめて記載）
○テーマ：
①自治基本条例について
・自治基本条例の素案について、自分なりの形にしたものを持ち寄って、良い部分をまとめて案を作成してはどうか。
・自治基本条例は、自分で自分を守る安全保障のための条例である。
・市民が参加する直接民主主義の仕組みを作るべき。
・法の位置づけを明確にし、効力のある使いこなせる条例を制定するべき。
・素案を作るのは、市民会議には無理。行政で作ってほしい。

・条例の制定については、言葉の定義をきちんとする必要がある。

・今後もこのようなグループ討議を、テーマを決めて開催した方が良い。

・既存の条例にどのようなものがあるか、行政がまとめて提出してほしい。それをもとに勉強会をやる。テーマごとに部会で討論して、持ち寄って議論する。基本条例を作ったはいいが、他の条例に規制されることがないようにしたい。
②運営委員の選出について
・市民会議主体で条例を制定するためには、運営委員が必要である。それを踏まえて運営委員の選出をお願いしたい。

・勉強会が必要。行政システムに対する理解を深めるためにも運営委員が必要。
・準備委員は、これまでの取組で知識も持っているので、引き続き運営委員をやるべきである。また女性の参加も求めたい。
・１００人会議に参加した者は、関心があったから参加したはずなので、運営委員も引き受けるべきである。
○第2グループ選出の運営委員（全て他薦）
　小泉親昂、國友靖久、検討中（笠原祥子、保田明美）



